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生涯学習システム学部 健康プランニング学科 ３年Ｄ組 山 崎 修 平
１２月７日，２１日に江別市にあるセラミックアートセンターというところで，陶芸教室が行わ
れていた。それは初心者を対象に粘土５００グラムを使い，手ひねりまたは板づくりで自分の好
きなものを制作するというものであった。私たち水野ゼミは，授業の一環としてこれに参加し
た。
陶芸体験一回目の７日，私たちは大学の正門に朝９時半に集まり，水野先生の車でセラミッ
クアートセンターまで向かった。私は陶芸をやったことがなくて，イメージではよくテレビな
どに出ていて，電動ろくろで茶碗や壺などを作っているイメージしか浮かんでこなかった。そ
のため「電動ろくろで作れる！」と思い込んで，何を作ってやろうかと頭のなかはいっぱいで
ワクワクしていた。
セラミックアートセンターに着き教室に入ると，机には粘土と雑巾と色々な道具と手動で回
すろくろが置いてあった。一人一台当たるわけないか，と思いながらワクワクは一瞬にして頭
から消え去った。気持ちを切り替え，陶芸の先生の作り方の話を聞いた。
いよいよ作る工程に入り，作るものはラーメンどんぶりに決めた。何故かというと，自分の
家のラーメンどんぶりを一枚割ってしまったのでその代わりである。粘土に触るのは小学校以
来で懐かしい感じがした。小学校で作っていた粘土の工作より陶芸というのは格段に難しく，
一番に粘土はとても繊細で扱いが大変だということだった。すこしでも乾燥してヒビが入ると
焼くときに割れてしまうし，粘土の中に空気が入ると焼くときに膨張して破裂してしまう恐れ
があるからだ。
ヒビなどに注意しながら，手でろくろを回して口を広げていき，ラーメンどんぶりの形に近
づきつつあった。しかし広げた部分がどんどん落ちてきて，自分ではどうすることもできない
状態になって，ほとんど先生に手助けしてもらいなんとか完成した。完成した茶碗は粘土が足
りず，ラーメンどんぶりより二周りくらい小さくてお茶漬けを食べるくらいにはちょうどいい
大きさだった。
色々失敗はしたが小学生の時のように楽しめたし，とてもいい陶芸初体験であった。
２回目の陶芸体験では，今度こそラーメンどんぶりを作ろうと使う粘土を１キロにして挑戦
した。最初は途中まで１回目と同じように進めていき，口を広げるところまできた。今度は失
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敗しまいと頑張ったが自分はセンスがないらしく，結局また先生に手助けしてもらった。２回
目のラーメンどんぶり作りは，それらしい器が出来て満足した。作ったどんぶりは出来上がり
まで，乾燥と焼くので１ヶ月かかると先生は言っていた。２枚とも割れないで上手く焼けてい
ればいいなと心の底から思った。
２回の陶芸体験を終えて，作業をしている時の時間の進む早さはあっという間で，小学生み
たいに夢中になれてとても生き生きしていたし楽しかった。次は是非電動ろくろで作りたいな
と思った。
とにかく今は自分で作ったどんぶりでラーメンを食べるのが楽しみだ。
む す び
以上，記述してきたように当研究室の３年次「専門演習Ⅱ」での体験学習としては初めて，
本年度後学期において「陶芸体験学習」を実施した。初年度ではあるものの，思いのほか充実
したリポートを得ることが出来た。半面，現時点で筆者としての反省点がある。それは「木工
体験学習」や「アーチ積体験学習」などのように，炎を用いて物を焼き上げることのない体験
学習では生じ得ない反省内容であった。それでいて「たたら製鉄」や「砂からガラス」など火
を使った体験学習を既に経験している筆者や歴代の学生諸君にあっても，問題とはならなかっ
た点である。
「陶芸体験学習」に固有の反省点とは，学生自身による体験レポートには「造形」段階まで
の体験内容までしか記録されていないという点である。陶器作品は成形した段階から，乾燥を
終えると１割前後収縮する。そして焼き上げると乾燥済みの大きさと比べても，さらに１割ほ
ど縮まる。陶器よりも吸水率が小さい磁器などでも，程度の差こそあるものの「焼き締まる」
のが，焼き物の性質である。「陶芸体験学習」では，その日のうちに結果つまり「縮み具合」が
出ることはないという特性がある。
したがって本稿において初めて気付いた反省項目とは，陶芸体験学習のリポートにあっては
「土ねり編」のみならず「焼き上がり編」のリポートも必要だという点であった。まだ自分の
完成作品を目にする前の思いと，焼きあがった完成品を前にしての正直な感想の両方を，１編
のリポート上にまとめて所載すべきという配慮が欠けていた。このように万事不明な筆者には
事前に先回りをしておくだけの基本的な計画性が落ちていた。次報以降に機会を待ちたい。
末尾になってしまったが，本稿の内容を実施しまとめるに際して御指導ならびに御力添えを
賜った方々に，衷心より感謝の意を表するものである。本学学生の体験学習だけでも既に５年
以上もの月日が経過している。皆様方に本紙面をもって謝辞を申し上げる次第である。
とりわけ本稿で詳述した陶芸関連の体験学習に関しては，江別市陶芸の里セラミックアート
センター関係各位に，ひとかたならぬ御指導ご鞭撻を頂戴した。現在のセラミックアートセン
ター長である石垣秀人氏には，氏がセンター長となられる以前から折につけて有形無形の御尽
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力を頂いてきている。今後とも旧倍のお力添えを，当体験学習カリキュラムに対して頂戴いた
したい。
本文中で紹介した静岡県の志渡呂焼きに関しては，地元である静岡県御出身の永井唐九郎氏
に特段のセッティングをお願いしてしまった。感謝申し上げる次第である。遅ればせながら今
回，東海道五十三次のうち，静岡の『鞠子宿』の制作を思い立ったのも，わずかばかりの感謝
の思いからであった。写真－２２を御笑覧いただきたい。
加えて，この紙面を拝借して報告をした上で，改めて依頼しておきたいことがある。
冒頭で紹介した生涯学習システム学部健康プランニング学科は，今春２００９年（平成２１年）４
月１日から北翔大学の新学部である生涯スポーツ学部の唯一の学科となるスポーツ教育学科へ
と発展的に移ることとなった。この新学部開設と新学部への改組に伴って，従来の健康サポー
トコース住生活研究室の主要研究テーマは，
「スポーツ建築の歴史研究」 ならびに
「体育施設のマネジメント」 へと
年次を追って，徐々にシフトしていくこととなる。体育館，競泳プール，球技用のグラウン
ドやコート，スキー場，スケートリンクそしてモータースポーツ会場などに関する建築史およ
びそれらの各施設に関する管理・運営に関わる研究である。本学の学習・研究活動と共に，水
野研究室に対しても，格段の御理解と御協力を願い上げる次第である。
注
１）「生涯学習系学部生の博物館資料整備ボランティア」拙稿。『北海道浅井学園大学生涯学習
研究所研究紀要 生涯学習と実践 第６号』北海道浅井学園大学生涯学習研究所，北海道浅
井学園大学，平成２００４年３月，PP．１４１１５６
「文科系学生の地域資源整備ボランティア」拙稿。『浅井学園大学生涯学習叢書８ 学習社
会の振る舞いと研究（２）』浅井学園大学生涯学習研究所，二瓶社，２００６年３月２８日，PP．１５９
１８６
２）「生涯学習系学生たちによるたたら製鉄復元操業」拙稿。『北海道浅井学園大学生涯学習研
究所研究紀要 生涯学習と実践 第８号』北海道浅井学園大学生涯学習研究所，北海道浅井
学園大学，２００５年３月，PP．１９９２１４
「手動ふいごを用いたたたら製鉄復元操業」拙稿。『浅井学園大学生涯学習研究所研究紀要
生涯学習と実践 第９号』浅井学園大学生涯学習研究所，浅井学園大学，２００６年３月，
PP．１３５１４８
３）「えべつやきもの市におけるガラス製造の試み」拙稿。『浅井学園大学短期大学部研究紀要
第４５号』浅井学園大学短期大学部，浅井学園大学，平成２００７年３月，PP．８１９４
「ものづくりフェスタにおけるガラス製造の試み」水野信太郎・大内拓也・加藤和彦・福澤
９５
良子・松田晃司。『浅井学園大学 『人間福祉研究』 第１０号』浅井学園大学人間福祉学部，
浅井学園大学，平成２００７年３月，PP．１９９２１０
４）「えべつやきもの市における煉瓦アーチ積体験」拙稿。『北翔大学生涯学習システム学部研
究紀要 第８号』北翔大学生涯学習システム学部，北翔大学，平成２０年３月２０日，PP．６５
８０
『れんがのアーチ積とまちづくり』高橋庸輔・緑川遼，北翔大学生涯学習システム学部健康
プランニング学科（卒業論文），平成２０年１２月２４日
５）「健康・生活系学生の木材加工体験学習」拙稿。『浅井学園大学生涯学習研究所研究紀要
生涯学習と実践 第１０号』浅井学園大学生涯学習研究所，北海道浅井学園大学，平成２００７
年３月，PP．１１７１２６
６）「生涯学習社会と京都府舞鶴市のまちづくり」水野信太郎・菊地達夫。『北海道浅井学園大
学生涯学習システム学部研究紀要 第４号』北海道浅井学園大学生涯学習システム学部，北
海道浅井学園大学，２００４年３月 日，PP．９２４
「生涯学習社会と舞鶴のまちづくり」拙稿。『北海道浅井学園大学生涯学習叢書５ 学習社
会の健康とまちづくり』北海道浅井学園大学生涯学習研究所，二瓶社，２００５年３月１８日，
PP．１４３１８０
７）「文科系学生たちの手による木造建築物の試作」拙稿。『北海道浅井学園大学生涯学習研究
所研究紀要 生涯学習と実践 創刊号』北海道浅井学園大学生涯学習研究所，北海道浅井学
園大学，２００１年３月２６日，PP．１１５１３０
「金沢の学生による木造・煉瓦の体験学習」拙稿。『浅井学園大学生涯学習叢書７ 学習社
会の振る舞いと研究（１）』浅井学園大学生涯学習研究所，二瓶社，２００６年３月２５日，PP．１５９
１７４
８）「学生たちの旧発電所遺構整備ボランティア」拙稿。『北海道浅井学園大学生涯学習研究所
研究紀要 生涯学習と実践 第号』北海道浅井学園大学生涯学習研究所，北海道浅井学園大
学，２００３年３月 日，PP．１６３１７８
前掲『浅井学園大学生涯学習叢書８ 学習社会の振る舞いと研究（２）』，PP．１６２１７２
９６ 水野：健康系学生の環境素材体験学習
